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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
東
南
ア
ジ
ア
南
部
に
位
置
す
る
共

和
制
国
家
、
一
七
、〇
〇
〇
以
上
の
島
々
が
東
西
約
五
、

〇
〇
〇
㌔
㍍（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
同
じ
）、南
北
約
一
、

九
〇
〇
㌔
㍍
に
わ
た
り
広
が
る
世
界
最
大
の
島と

う

嶼し
ょ

国
家

で
あ
る
。
人
口
は
二
・
四
億
人
を
超
え
る
世
界
第
四
位

の
規
模
で
あ
り
、
ま
た
、
世
界
最
大
の
イ
ス
ラ
ム
人
口

国
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
半
数
以
上
が

全
国
土
面
積
の
約
七
％
に
過
ぎ
な
い
ジ
ャ
ワ
島
に
集
中

し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
の
経
済
・

社
会
発
展
で
は
人
口
が
集
中
す
る
ジ
ャ
ワ
島
内
、
首
都

で
あ
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏
の
効
率
的
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏
の
人
口
は
、
二
、二
〇
〇
万
人

に
達
し
、
近
年
、
特
に
顕
著
で
あ
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外

の
人
口
の
伸
び
に
伴
い
、
当
該
地
域
か
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ

中
心
地
域
へ
の
交
通
量
も
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏
の
交
通
は
著
し
く
道
路
交
通
に
依

存
し
て
お
り
、ま
た
、ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏
の
車
両
登
録

台
数
の
増
加
に
よ
り
更
な
る
混
雑
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
鉄
道
輸
送
の
向
上
が
重
要

課
題
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
交
通
混
雑
が
深
刻
な

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
の
紹
介

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

世界で活躍する日本の建設企業 インドネシア

と
共
同
企
業
体
を
組
み
、
そ
の
内
の
起
点
方
、第
一
、二

工
区
を
受
注
し
た
。

　

工
事
内
容
は
両
工
区
と
し
て
三
高
架
駅
を
含
む
高
架

延
長
（
Ｐ
Ｃ
一
室
箱
桁
）
四
・
九
㌔
㍍
、並
び
に
起
点
方

に
車
両
基
地（
八
・
三
㌶
）
を
構
築
す
る
。
工
事
の
特
色

と
し
て
は
公
共
道
路
中
央
部
を
占
有
し
て
の
施
工
と
な

る
。
上
部
工
に
お
い
て
は
高
架
標
準
部
で
は
ス
パ
イ
・

バ
イ
・
ス
パ
ン
工
法
、
ま
た
長
大
橋
（
支
間
長
七
七
㍍
、

曲
率
半
径
一
八
〇
㍍
）
は
バ
ラ
ン
ス
カ
ン
チ
レ
バ
ー
方

式
に
て
架
設
す
る
。
長
大
橋
施
工
は
、
高
速
道
路
上
で

の
施
工
と
な
る
為
、
技
術
面
、
安
全
面
に
お
い
て
も
極

め
て
難
易
度
が
高
い
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
初
の
地
下
鉄
、
ま
た
目
抜
き
通
り
に

位
置
す
る
こ
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
者
と
し

て
、
未
だ
土
地
収
用
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

中
で
早
期
完
成
、
日
本
の
技
術
移
転
を
行
う
こ
と
を
目

指
す
が
、
以
前
、
あ
る
研
究
所
レ
ポ
ー
ト
で
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
お
い
て
仕
事
を
す
る
上
で
五
つ
の
「
あ
」
が
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
と
学
ん
だ
。「
あ
せ
ら
ず
」「
あ
わ
て
ず
」

「
あ
き
ら
め
ず
」「
あ
て
に
し
す
ぎ
ず
」「
あ
な
ど
ら
ず
」。

ま
さ
に
全
て
が
当
て
は
ま
る
。
工
期
が
決
ま
っ
て
い
る

中
で
、
こ
れ
ら
の
落
と
し
所
を
探
り
、
発
注
者
の
日
系

企
業
に
求
め
る
高
い
要
求
に
応
え
な
が
ら
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
の
も
の
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
思
う
。

終
わ
り
に

ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏
に
お
い
て
、
日
本
の
技
術
、
資
金

協
力
の
も
と
、
本
邦
技
術
活
用
型
円
借
款
事
業
と
し
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
初
の
地
下
鉄
工
事
で
あ
る
都
市
高
速
鉄

道
シ
ス
テ
ム
（
総
延
長
約
一
五
・
七
㌔
㍍
、以
下
「
Ｍ
Ｒ

Ｔ
」
と
い
う
）
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事

業
に
よ
り
、
旅
客
輸
送
力
の
増
強
を
図
り
、
も
っ
て
同

首
都
圏
の
交
通
渋
滞
お
よ
び
環
境
の
改
善
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

当
Ｍ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
そ
の
１
工
事
）
は
高
架

路
線
九
・
八
㌔
㍍
（
七
駅
）、地
下
路
線
五
・
九
㌔
㍍
（
六

駅
）
を
複
線
に
て
構
築
す
る
も
の
で
あ
り
、
車
両
基
地

を
含
む
高
架
路
線
三
工
区
お
よ
び
地
下
路
線
三
工
区
、

合
計
六
工
区
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。

　

弊
社
は
現
地
大
手
建
設
会
社
ウ
ィ
ジ
ャ
ヤ
・
カ
ル
ヤ

工
事
概
要

ジャカルタ大量高速
輸送システム CP101,
CP102工区建設工事

世界で活躍する
日本の建設企業

高架標準部
スパン・バイ・スパン工法

車両基地完成予想パース

ファトマワティ駅完成予想パース

Indonesia

長大橋部
バランスカンチレバー工法


